
いちごドリルプリント

慣用句(初級)プリント 月 日 名前

問1 高い所が苦手で、二の（　）を踏む。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 手 2. 足 3. 目 4. 腕

問2 「雲泥の差」の意味はどれですか？
1. 非常に大きな違いがあること 2. 雲と泥が混ざり合うこと 3. 天気が変わりやすいこと 4. 空と地面の距離のこと

問3 「鳥肌が立つ」の意味はどれですか？

1. 鳥のように空を飛びたいと強く願う 2. 恐怖や寒さ、感動などで皮膚がぶつ
ぶつになる

3. 体調が悪くて、熱っぽく感じること 4. 驚いて、思わず大きな声を出してし
まう

問4 「鼻を折る」を正しく使っている文はどれですか？
1. 転んで鼻を折ってしまったので病院
へ行く。

2. 高い棚に手が届かず、鼻を折ってし
まった。

3. 鼻を折るほど高い山に登るのが夢
だ。

4. 自信満々な相手の鼻を折るような結
果になった。

問5 親の（　）に泥を塗るようなことはしない。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 目 2. 手 3. 足 4. 顔

問6 いつもは元気なのに、先生の前では（　）をかぶる。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 犬 2. 猫 3. 猿 4. 馬

問7 「腕を磨く」を正しく使っている文はどれですか？
1. ピアノの腕を磨くために、毎日練習
を重ねる。

2. お風呂に入って、石けんで腕を磨い
た。

3. 転んで汚れたので、雑巾で腕を磨い
た。 4. 腕を磨いて、服の汚れを落とした。

問8 「馬の耳に念仏」の意味はどれですか？
1. 相手がとても熱心に話を聞いてくれ
ること

2. 馬に仏教の教えを説いて、心を落ち
着かせること

3. 静かな場所で、ゆっくりと話を聞く
こと

4. いくら意見を言っても、相手が聞き
入れず効果がないこと

問9 そんなことで（　）を立てるなよ。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 腹 2. 足 3. 頭 4. 手

問10 「うり二つ」を正しく使っている文はどれですか？
1. その兄弟は、顔も背格好もうり二つ
だ。

2. うり二つを並べて、重さを量った。
3. うり二つに切って、みんなで食べ
た。

4. うり二つをかごに入れて、市場へ運
んだ。

問11 「二の舞」を正しく使っている文はどれですか？

1. 二の舞を練習して舞台に立つ。 2. また同じ失敗をして二の舞を演じ
た。

3. 発表会で二の舞を楽しく踊った。 4. 二の舞を習って上手に披露する。

問12 「口が堅い」の意味はどれですか？
1. うそをつくのが苦手で、正直に話し
てしまう

2. 自分の意見を曲げず、頑固な性格で
ある

3. 言葉数が少なく、あまり話をしよう
としない

4. 秘密をしっかりと守り、簡単にはし
ゃべらない

問13 自分だけ楽をしようとするなんて（　）がいい。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 猫 2. 魚 3. 鳥 4. 虫

問14 みんなの意見に（　）を傾けて話し合った。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 耳 2. 口 3. 目 4. 鼻

問15 「口がうまい」の意味はどれですか？
1. 相手をその気にさせるような話し方
が上手である 2. 歌を歌うのがとても上手である

3. 外国語を話すのが非常に流ちょうで
ある

4. 人前で緊張せずに堂々と話すことが
できる

問16 「頭を抱える」を正しく使っている文はどれですか？
1. 解決策が見つからず頭を抱える。 2. 頭を抱えて眠りについた。 3. 頭を抱えて転んでしまった。 4. 頭を抱えて髪を整えた。

問17 緊張がとけて（　）が回るようになった。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 舌 2. 目 3. 鼻 4. 耳

問18 何度注意しても（　）の耳に念仏だ。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 猫 2. 馬 3. 猿 4. 犬
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
足

「二の足を踏む」の「足」の部分が入ります。 意味は「ためらって、なかなか決心がつか
ない」です。

問2 答え 1
非常に大きな違いがあること

「雲泥の差」は「非常に大きな違いがあること」という意味です。

問3 答え 2
恐怖や寒さ、感動などで皮膚がぶつぶつになる

「鳥肌が立つ」は「恐怖や寒さ、感動などで皮膚がぶつぶつになる」という意味です。

問4 答え 4
自信満々な相手の鼻を折るような結果になっ
た。

「鼻を折る」の正しい使い方は「自信満々な相手の鼻を折るような結果になった。」です。
意味は「相手の自信や誇りをくじいて、恥をかかせる」です。

問5 答え 4
顔

「顔に泥を塗る」の「顔」の部分が入ります。 意味は「恥をかかせて名誉を傷つける」で
す。

問6 答え 2
猫

「猫をかぶる」の「猫」の部分が入ります。 意味は「本性を隠しておとなしく見せかけ
る」です。

問7 答え 1
ピアノの腕を磨くために、毎日練習を重ねる。

「腕を磨く」の正しい使い方は「ピアノの腕を磨くために、毎日練習を重ねる。」です。
意味は「技術や能力をさらに高めるように努力する」です。

問8 答え 4
いくら意見を言っても、相手が聞き入れず効果
がないこと

「馬の耳に念仏」は「いくら意見を言っても、相手が聞き入れず効果がないこと」という意
味です。

問9 答え 1
腹

「腹を立てる」の「腹」の部分が入ります。 意味は「怒りの感情をあらわにする」です。

問10 答え 1
その兄弟は、顔も背格好もうり二つだ。

「うり二つ」の正しい使い方は「その兄弟は、顔も背格好もうり二つだ。」です。 意味は
「二つのものが、見分けがつかないほどよく似ている」です。

問11 答え 2
また同じ失敗をして二の舞を演じた。

「二の舞」の正しい使い方は「また同じ失敗をして二の舞を演じた。」です。 意味は「前
の人と同じ失敗を繰り返すこと」です。

問12 答え 4
秘密をしっかりと守り、簡単にはしゃべらない

「口が堅い」は「秘密をしっかりと守り、簡単にはしゃべらない」という意味です。

問13 答え 4
虫

「虫がいい」の「虫」の部分が入ります。 意味は「自分の都合ばかり考えていて、身勝手
である」です。

問14 答え 1
耳

「耳を傾ける」の「耳」の部分が入ります。 意味は「相手の話を熱心に聞こうとするこ
と」です。

問15 答え 1
相手をその気にさせるような話し方が上手であ
る

「口がうまい」は「相手をその気にさせるような話し方が上手である」という意味です。

問16 答え 1
解決策が見つからず頭を抱える。

「頭を抱える」の正しい使い方は「解決策が見つからず頭を抱える。」です。 意味は「ど
うすればよいか分からず困る」です。

問17 答え 1
舌

「舌が回る」の「舌」の部分が入ります。 意味は「次から次へとよくしゃべる」です。

問18 答え 2
馬

「馬の耳に念仏」の「馬」の部分が入ります。 意味は「いくら意見を言っても、相手が聞
き入れず効果がないこと」です。


